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扉が開く

Lucasは小さな受信機とたくさんの疑問を持っ
てクラブを訪れた。

Henriが迎える。ここでは誰もが学ぶことから
始めたのだ。

ラジオのあの声はどこから来たのだろう。二人
で調べてみよう。

話す前に、先生はゆっくり聞いてみようと勧め
る。

ヘッドホンから届く遠い声が、新しい出会いの
始まりになる。

二人はノートを開く。無線の冒険が始まろうと
していた。
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声の旅

ヘッドホンの若者は声がどこから来るのか考え
る。先生は窓を指さした。 外のアンテナが、局に届く電波を受け止める。

ケーブルがアンテナから受信機へ信号を運ぶ。 受信機は聞きたい信号を選び出す。

ヘッドホンなら、若者はクラブのほかの人を邪
魔せず声を追える。

ノートに道筋を描く。アンテナ、ケーブル、受
信機、ヘッドホンだ。
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まだ僕たちの番ではない

若者はマイクを見つけ、すぐに答えたいと思っ
た。

先生が優しく待つように合図する。すでに会話
が続いているのだ。

二人は声が交互に答え合うのを聞く。
少し静かになる。先生は聞き続ける。会話はま
だ終わっていないかもしれない。

小さな声がまた聞こえた。若者は待った理由を
理解する。

マイクから手を離し、ノートに書く。まず聞く
こと。
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道しるべのノート

若者は最初のメモを読み返す。話す前に聞くこ
と。

先生が自分のノートを開く。無線活動には十の
心得がある。

全部を一度に覚えるのだろうか。先生は一歩ず
つ見つけようと提案する。

二人はそれぞれの心得を試すため、クラブの活
動を準備する。

若者が最初の質問をする。先生は時間をかけて
答える。

一緒に冒険を準備する中で、ノートが道しるべ
になる。
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発見したい気持ち

クラブの大きな無線機にはつまみがたくさんあ
り、若者は驚く。

小さな受信機と比べ、どこから始めればよいか
考える。

先生は簡単な受信機でもいろいろ聞けることを
見せる。

受信、モールス、回路、アンテナ。無線への道
はたくさんある。

先生は質問をし、簡単な実験を準備するよう励
ます。

若者はうれしそうに受信機を持つ。大切な学び
たい気持ちは、もうあるのだ。
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試して学ぶ

電池と小さな発光モジュールで、最初の実験を
準備する。

ランプがつかない。若者は全部間違えたと思っ
てしまう。

先生はまず、何が見られると思っていたのか尋
ねる。

電源を外して調べると、差し込みの不十分なプ
ラグが見つかった。

直すとランプがついた。二人は結果を予想と比
べる。

若者は記録する。原因を探すことも実験の一部
なのだ。
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声の向こうの人

先生が昔の交信を確かめるカードを取り出し
た。

一枚のカードの山村に、若者は興味を引かれ
る。

どのカードも、遠く離れた二人の出会いを思い
出させる。

受信機が違って見えてきた。声の向こうには物
語を持つ人がいる。

カードから、いろいろな土地や趣味が見えてく
る。

思い出をノートの隣に置く。無線が人と出会う
冒険になった。
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学ぶことを選ぶ

思い出のカードで、若者はますますこの局に興
味を持った。

場所を整える。開いたノート、受信機、手の届
くヘッドホン。

ノートに問いを描く。話す順番はどうすれば分
かるのだろう。

先生は方法を勧める。観察し、比べ、それから
具体的に質問する。

最初の目標は、二つの声が答え合う瞬間を見つ
けることだ。

若者は再びヘッドホンをつける。冒険は注意深
く聞くことから始まる。
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一つの信号を追う

画面にはいくつもの信号が現れる。どれを追え
ばよいか、まだ分からない。

若者がゆっくり受信を調整し、先生が一つの信
号を示す。

ヘッドホンで、声のリズムをつかむ時間を取
る。

声が交代する。二人は会話を遮らずに聞き続け
る。

マイクは脇に置いたまま。この練習は聞くだけ
でよい。

若者は聞こえたことと、もっと知りたいことを
記録する。
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静けさだけでは分からない

声が止まった。ほぼ静かな画面を見て、少年は
交信が終わったと思う。

先生はもう少し聞いてみようと促す。二人の手
はマイクから離れたままだ。

同じ周波数で、とても弱い声が再び聞こえる。
少年は気づいていなかった。

今度は、強さの違う信号で応答し合う二つの局
を聞き分けられた。

短い間があっただけでは、その周波数が空いて
いるかは分からない。

少年は二つの信号をノートに描く。聞くことに
も忍耐が必要なのだ。
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呼び出しの準備

呼び出す前に、二人は丁寧な自己紹介の仕方を
紙の上で考える。

まずは運用状況を聞く。すでに続いている交信
を妨げてはいけない。

先生は、周波数が使われているかを尋ねる言葉
と、運用者の識別を準備しようと提案する。

少年はノートに順番を整理し、返答を待つ余白
も残す。

先生と向き合い、短い伝え方を練習する。マイ
クは台に置いたままだ。

準備のメモができた。送信する前には、適用さ
れる規則を確認する必要がある。
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聞いて、書き留める

交信は続く。少年は少しずつ、やり取りのリズ
ムをつかんでいく。

聞きたいことが浮かんだ。交信を遮らず、ノー
トに残しておく。

分かったことを絵にする。二つの声と、交互に
話す順番だ。

分からなかった部分の横には空欄を残す。あと
で戻って考えられる。

先生は、実際に聞いたことと、想像しただけの
ことを分ける手助けをする。

ノートが次の質問につながる。二人は交信を妨
げずに学んでいる。
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選ぶ前に確認する

準備のファイルには、いくつもの周波数帯と通
信方式が紹介されている。

音声、モールス、デジタル方式。伝え合う方法
には違いがある。

無線機のたくさんの機能を見て、少年は全部試
してみたくなる。

先生は、機器にできることが、そのまま運用者
に許されることとは限らないと説明する。

運用者の許可の条件と、その場所で適用される
規則を確認する必要がある。

次は送信の準備に入る前に、二人で公式の情報
を確かめることにした。
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確かな情報を探す

クラブの活動を準備するため、二人は公式の情
報を開く。

先生は、運用者の資格証明と局の書類の違いを
説明する。

周波数帯、通信方式、出力について、現在の条
件を調べる。

バンドプランからは、さまざまな利用が周波数
をどう分け合うかも分かる。

適用される規則と合わせて読む。バンドプラン
が必要な許可に代わるわけではない。

少年は、また確認できるように情報源と更新日
をノートに残す。
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準備の前に確かめる

局の準備をする前に、少年は確認表と必要な書
類を取り出す。

予定する周波数を、運用者と局に適用される条
件と照らし合わせる。

次に、予定する通信方式とバンドプランの該当
部分を確認する。

出力も確認の一つだ。適当に数値を選ぶことは
しない。

クラブの運営方針も、運用者と局の許可を守り
ながら活動を導く。

少年は各項目を読み直す。分からない点は、送
信前にはっきりさせなければならない。
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活動を選ぶ

無線機のある機能に少年はひかれる。活動中に
試してみたくなった。

準備を読み返すと、その選択肢は今回の計画に
は合わないと分かる。

少年はがっかりする。先生は時間をかけて、そ
の気持ちを聞く。

先生は、交信を聞くことと受信信号を調べるこ
とを、次の楽しみとして提案する。

少年はヘッドホンとノートを選ぶ。好奇心が戻
ってきた。

二人で準備した範囲の中で、受信を通じた発見
を続けていく。
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返答を待つ時間

聞いていると、一つの局の呼び出しが聞こえ
る。そのあとに間が空く。

返答はまだ来ない。静かな画面の前で、少年は
いらだち始める。

先生は、相手が応答する時間を残そうと促す。
信号が弱いのか、相手が忙しいのかもしれな
い。遅れる理由はまだ分からない。

弱い返答が聞こえてきた。少年は、よく聞こう
と身を乗り出す。

気づいたことをノートに書く。待つことで、誰
もが返答する余地を持てるのだ。
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伝わる言葉を探す

一つの言葉が雑音に埋もれた。Lucasは聞こえ
た内容に自信がない。

Henriは、確かな部分を残し、分からない所を
示そうと提案する。

二人は向き合い、もっと簡単な言葉で説明を求
める練習をする。

少年は落ち着いて話す。先生は、大声との違い
を示す。

出力の設定には触らない。今の課題は、互いに
理解することだ。

ノートに気づきが増える。言い換えると、伝わ
りやすくなることがある。
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落ち着きを保つ

無線から聞こえるやり取りが険しい調子にな
り、少年も身構える。

先生は、一歩引いて考え、観察を続けようと促
す。

攻撃的に返したら何が起こるか、二人で話し合
う。

賛成できないときも、少年は相手への敬意を保
つと決める。

マイクは使わず、準備に戻る。言い争いをあお
らない。

忍耐で全ては解決しない。それでも悪化を防げ
る場合がある。
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余白のある呼び出しメモ

クラブ活動用に作った呼び出しのメモを、もう
一度開く。

少年は、分かりやすい自己紹介と必要な識別情
報を残す。

丁寧な問いかけと、返答を聞くための余白も用
意する。

先生に向かって、普通の声でメモの内容を練習
する。

役に立たない繰り返しを省き、自然な間を残
す。

聞くこと、分かりやすさ、礼儀が、一つの準備
につながった。
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誰にも得意なことがある

先生が付属品を探す間、少年は受信用のパソコ
ンを見る。

以前二人で探した表示の操作項目を、少年が見
つける。

発見を見せようと、静かに先生を呼ぶ。
先生は戻って画面を見て、どう見つけたのか尋
ねる。

少年は考えた道筋を説明する。今度は彼がアイ
デアを届けた。

二人は笑顔になる。知識は、互いに分け合うも
のなのだ。
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自分の言葉で説明する

先生は、少年が理解したことを示す時間を十分
に取る。

少年はまず、画面でどんな結果を得たかったの
か話す。

次に手順を説明し、言葉が足りない所は絵にす
る。 先生の質問で、まだ確かでない細部に気づく。

二人で確かめる。からかったり、急がせたりし
ない。 人に説明すると、自分の理解も深められる。
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一緒に原因を探す

準備中、ヘッドホンから期待した音が聞こえな
くなった。 接続に触る前に、装置の電源を切る。

先生は、一度に一つの手がかりを調べようと提
案する。

電源を外した状態で、差し込みが不十分なプラ
グを見つける。

接続を直し、説明書に従って予定していた試験
を再開する。

少年は原因を記録する。小さな不具合が共同の
練習になった。
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次の人のために残す

次の訪問者に役立つ説明を残すことにした。
少年は受信機、接続、ヘッドホンを結ぶ道筋を
描く。

先生は、操作前に説明書を読むという注意を加
える。

観察、確認、再試験を、はっきり分けて整理す
る。

少年は初めてこの局を見るつもりで、説明を読
み直す。

説明はクラブのノートに入る。二人の経験が、
ほかの人にも役立つ。
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呼び出しが占める時間

目立つように、とても長い呼び出しを少年は思
いつく。

先生は、それが占める場所を紙の上で表しても
らう。

長い話し言葉の帯が、メモのほとんどを埋めて
しまった。

それでは他の局はどこで応答できるか、少年は
考える。

交信をもう一度聞き、間を置く意味を観察す
る。

相手のために余地を残すことも、通信の一部だ
と分かる。
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大切なことを短く

少年は案を見直し、本当に役立つ要素を選ぶ。 必要な識別情報と、分かりやすい目的を残す。

それ以外は、交信が進んでからでもよい。 伝えた後に、返答を待つための間を置く。

少年は部屋で先生に向かい、短くした内容を練
習する。

メモが簡単になった分、相手の局にも注意を向
けられる。
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まず原因を調べる

聞き取りにくさをきっかけに、出力についての
疑問が再び出る。

先生はまず、何が受信を制限しているのか理解
しようと促す。

設備と説明書に合った確認を、もう一度行う。
少年は受信の設定と、ノートの観察記録を比べ
る。

接続を調べるのは、装置を止めて安全にしてか
らだ。 いくつも適当に変えず、具体的な原因を探す。
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役立つものを残す

不要な複雑さを省くほど、準備は整っていく。 少年は、今回使わない付属品を片づける。

先生は、まだ必要な書類と確認事項をまとめ
る。

ノートには短い呼び出しと、聞くときの目印が
残る。

少年の局を見る目が変わる。一つ一つの選択に
理由がある。

節度は、皆のための余地を整える方法にもな
る。
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雑音を言葉にする

準備のために聞いていると、普段と違う雑音が
現れる。

少年はすぐ、誰のせいなのか突き止めたくな
る。

先生は、まず聞こえたことを説明しようと提案
する。 時刻、雑音の様子、試験の条件を記録する。

規則的な信号の絵が、観察を比べる助けにな
る。

早すぎる結論より、正確な説明のほうが役立
つ。
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手がかりを確かめる

近くの付属品が、いくつかある候補の一つにな
った。

通常どおり使用したときと停止したときの受信
を比べる。

それ以外の条件は、できるだけ同じに保つ。
違いは記録に値するが、それだけですぐ確定は
できない。

通電中の装置は開かず、慎重に比較を繰り返
す。

仮説は、方法を決めて確かめるものだと少年は
学ぶ。

第02巻 · 32 / 48



決めつける前に観察する

比較して得られた結果を集める。
先生は、有力な手がかりと確認済みの原因を区
別する。

少年は、専門の人にも伝わる説明を用意する。
自分たちの力を超える調査には、適切な助けを
求める。

ノートには非難を書かず、事実と疑問を残す。
共有する周波数を大切にすることは、この姿勢
からも始まる。
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きれいな場所を準備する

屋外活動が近づき、場所の片づけも計画する。
少年は再利用できる結束具と付属品の袋をそろ
える。

先生は、予定の設置が使える空間に合うか確認
する。

小さなごみも全て持ち帰るため、袋を用意す
る。

ノートには、終了後に結束具や部品を全て回収
すると書く。

無線の楽しみとともに、迎えてくれる場所への
敬意も持つ。

第02巻 · 34 / 48



出発前にもう一度

少年は早く、用意した局を予定の場所へ運びた
い。

最後の確認で、片づけの不十分なケーブルに気
づく。

機材を置き、出発前にリストを見直す。
先生は、整頓すると外観を確認しやすいことを
示す。

追加の確認が必要なものは、別にしておく。
出発は少し待つ。この間も、準備の一部なの
だ。
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手順を守って確認する

機器を停止し、説明書の指示に従う。 接続や付属品を、外側から調べる。

Lucasは、詳しい確認が必要そうな目に見える
兆候を探す。

疑いがあれば部品を分け、知識のある人の判断
を待つ。

通電中の装置を開き、その場しのぎの修理はし
ない。

自分たちで確認できることと、助けが必要なこ
とを分けて記す。
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役割をはっきりさせる

電源、アンテナ、付属品のリストをもう一度見
る。

先生は、自分が担当する技術上の確認を受け持
つ。

少年はリストを追い、使う前に質問する。 計画では、通路を空け、機材を安定して置く。

場所と活動に適用される指示も確認する。
役割は明確だ。チェックを付けるのは、実際に
確認した項目だけ。
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片づけまで考える

受信の試験も、準備の確認に加わる。 少年は再び声を聞き、ノートの内容と比べる。

この試験と、まだ必要なほかの確認を区別して
おく。 先生は、活動中の観察を記す場所も用意する。

使用後の片づけと確認も、もうリストに入って
いる。

準備、使用、手入れが、一つの気配りの流れに
なる。
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遠くから届いた声

クラブのノートの古いカードが、別の地域を思
い出させる。 少年は、窓の外とは違う風景に気づく。

先生は、言葉に迷いながらも交流できた喜びを
語る。 二つの局の間の距離を、地球儀で見てみる。

簡単な質問だけで、共通の興味を見つけられた
という。

言葉が違っても、友情は始まるのだと少年は理
解する。
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簡単な言葉で出会う

部屋で向かい合い、簡単な自己紹介を練習す
る。

少年は必要な識別情報と、聞き取りやすい一文
を残す。

先生は、ゆっくり話し、間を取ろうと提案す
る。

一語分からなければ、繰り返しを頼む練習をす
る。

聞くことも話すことと同じくらい大切だと、絵
が教えてくれる。

全ての言語を知っているふりはせず、少年は少
し安心する。
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助けが思い出になる

先生は、昔助けてくれた人のカードを見つけ
る。

もらった助言で、行き詰まった活動を再開でき
たという。

最初の問題が解決してからも、近況のやり取り
は続いた。

少年は、自分たちの手助け用の説明を新たな目
で見る。

クラブで共有できるよう、きれいな写しを作
る。

助けは技術的な解決だけではない。友情の入口
にもなる。
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次の人のための席

少年は、初めて来た日と、たくさんの疑問を思
い出す。

先生と一緒に、次の訪問者のための席を用意す
る。

ヘッドホンとノートは、見つけやすく説明しや
すい場所に置く。 ゆっくり発見できる、最初の受信練習を選ぶ。

何より、質問する人をからかわず待つことを少
年は約束する。

輪が広がる。学ぶ途中の人も、誰かを迎えられ
る。
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リズムを楽しむ

準備の合間に、発見を楽しむ時間ができた。 練習用の短いモールスのリズムを聞く。

少年はいくつかの短い音と長い音を聞き分け
る。 先生と、聞こえたリズムを描いた絵を比べる。

違いを優しく笑い合い、もう一度聞いてみる。 全て分かる前から、探すこと自体が楽しい。
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別のやり方で試す

もう一度試すと、少年は途中の一部分を聞き逃
す。 今度は、それで全部失敗したとは思わない。

もっと短い部分からやり直そう、と提案する。 先生は賛成し、今度の試し方を少年に任せる。

少年はよく観察し、比べ、学び方を調整する。
小さな失敗が、違うやり方で再挑戦するきっか
けになった。
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計画が形になる

用意した機材を持ち、役割を確認して予定地へ
向かう。

安定した机と空いた通路が、図面どおりの場所
に収まる。

先生は、自分の担当する技術上の作業に責任を
持つ。 少年はノート、説明書き、受信用具を並べる。

付属品は整頓し、持ち帰り用の袋も手の届く所
へ置く。

準備が実際の活動になる。人と場所への気配り
も一緒だ。
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ノートが道のりを語る

少年はノートを開き、準備で選んだことを説明
する。 聞くこと、確認、返答のための余白を示す。

助け合い、節度、機材の手入れも振り返る。 きれいな場所と交信カードの絵が、話を補う。

先生は、本気で考えた人の話として耳を傾け
る。

原則は行動の中で形になった。少年はもう、そ
れを説明できる。
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新しい機会

受信機から声が聞こえ、少年は顔を上げる。 今では、まず交信の続きを聞こうとする。

活動用の確認事項と、決めた役割を見直す。
呼び出しメモには、間と必要な識別情報が準備
されている。

次の段階の前に、少年は気づいたことを先生に
伝える。

伝え合いたい気持ちは変わらない。今は、そこ
に気配りもある。
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冒険の始まり

一緒に確かめた条件の中で、局は次の活動に備
えている。

少年はノートを眺める。問いの一つ一つが、こ
こまで導いてくれた。

Henriは、これからも学ぶことが必ずあると伝
える。

説明書きを手元に整え、もうしばらく聞いてみ
る。

初めての交信は、まだこの先だ。次の冒険を開
くだろう。

聞く、分かち合う、尊重する、楽しむ。二人の
無線の物語は始まったばかりだ。
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